
1）飛沫感染 
　感染した人が咳やくしゃみをすることで排泄され、病原体を含む5ミクロン以上の飛沫が浮遊し、
他の人が鼻や口から吸い込み感染する。飛沫は空気中で1～2メートル程度しか到達しない。 
 
2）接触感染 
　粘膜などの直接的な接触、あるいは中間に介在する環境（例えば、机、ドアノブ、スイッチなど）
を介する関節的な接触で感染する。 
 
3）空気感染 
　飛沫の水分が蒸発して乾燥し、5ミクロン以下の小さな粒子である飛沫核となり、空気中び長時間
浮遊するため、離れた場所で吸引した人にも感染する。 


